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伊豆･小笠原弧北部のマンガン酸化物(文:日井朗･湯浅真人撮影:正井義郎)

白嶺丸GH84-2航海において鳥島北西方約170kmの酉七島海嶺の海山(水深約

700皿)から海底熱水活動起原と思われるマンガン酸化物の団塊約100㎏を採取した.

写真はさしわたし30cmのマンガンクラストの切断面で最表層は1c㎜犀の海水成

(マンガン団塊と同じ成因)酸化物層に覆われている･その下部に淡黄緑色の粘

土岩の割れ目に沿って沈殿した灰色･亜金属光沢の脈状プンカン酸化物が認められ

る･この酸化物を構成するマンガン鉱物はマンガン団塊構成鉱物とは性質を異にし

非常に純粋な化学組成と桁違いに大きい結晶が特徴的であり大洋中央海嶺付近

や陸上熱水性マンガン鉱床にみられるマンガン鉱物と酷似する.この熱水活動の時

期条件現在の活動の可能性などについては本誌記事を参照.
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